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－ 1－ཧ 事 ௕ ѫ ࡰ

　ここに『2024年度学校法人東北学院事業報告書』を公表することになりました。感染症の脅威は一定
沈静化したとはいえ、各設置学校はインフルエンザも含めて感染症対策に慎重な対応を心がけ、業務を
円滑に遂行することができました。着実に業務に当たった教職員の皆さんに感謝いたします。
　世界情勢を見渡しますと、2025年を迎えて、トランプ大統領のアメリカによって世界は大きく不安定
化し、ますます先の見通せない時代となりました。依然としてロシアやイスラエルによる戦争は終息の
兆しを見ることができず、悲惨な争いが絶えることのない世界にあって、一刻も早い平和の実現を願い
ます。
　また、2024年１月に発災した「令和６年能登半島地震」からの復興は、９月に発災した豪雨災害「令
和６年９月能登半島豪雨」が追い打ちをかけた事も影響したため、未だ遅々として進んでいません。長
く暑い夏、局地的豪雨の発生などは地球環境の激変を実感させ、東日本大震災の被災者として私たちに
何ができるか、何をしなければならないかを迫っています。
　一方、我が国の少子化は予想をはるかに超えるスピードで進行しています。例えば、日本全体で2023
年の18歳人口は109万人、出生数は73万人でしたから、計算すると18年後の2041年には36万人減少する
という恐るべき状況になることは明らかです。最新のデータでは、2024年の国内出生数は68万7,000人
と70万人を割りこみました。18歳人口の減少を全国と東北で比べてみると、2023年から2035年というタ
イムスパンで、東北は20％を超える減少、全国は11％減少と報道されていますので、東北における減少
率は著しいことが分かります。2024年11月に文部科学省は大学進学者数の推計を行い、大学進学率が伸
長したとしても2040年の大学進学者数は全国で40万人台、定員充足率は70％台となり、宮城県で見ると、
私立大学の定員充足率は62 .5％に、入学者数は38％減となると公表しました。また、2024年度私学事業
団『私立大学等の入学志願者動向』によれば、大学全体に占める定員割れ校の割合は2023年の53 .3％か
ら59 .2％に上昇しています。18歳人口に注目していますが、高等学校ではその３年前に、中学校ではそ
の６年前に、そして幼稚園ではもっと前に、すでに子どもがいないという危機的状況に陥っているので
す。こうした状況を考えると、私立学校は競争激化と淘汰の時代にあり、地域一番店でも、何もしなけ
れば瞬く間に淘汰され消滅してしまう、そういう時代に私たちは生きているのです。
　こうした状況を踏まえ、文部科学省中央教育審議会大学分科会特別部会は、2025年２月に「我が国の

理事長挨拶

学校法人東北学院
理事長　ాݪɹળڭ
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「知の総和」向上の未来像～高等教育システムの再構築～（答申）」を発表しました。そこでは、「今後
の高等教育の政策の方向性と具体的方策」として、高等教育全体の「規模の適正化」の推進を明記して
います。具体的には、①厳格な設置認可審査への転換、②再編・統合の推進、③縮小への支援、④撤退
への支援と、「規模の適正化」という名の下に私立大学のスクラップに向けた方針が明確に示されまし
た。私立学校はいままさに危機の時代の中にあるのです。
　こうした先の見通せない時代において、東北学院はその基盤として建学の精神とスクールモットー
「LIFE LIGHT LOVE」を持ち、それを刻んだ新たなブランドマークの下でTG IDENTITYを高め、
それらを道標として前に進んでいます。東北学院中長期計画TG Grand Vision 150 は、まさに「社会
から選ばれる学校」としての東北学院を実現するための「導きの糸」にほかなりません。中長期計画
TG Grand Vision 150 の目標、つまり創立150周年を迎えたときの東北学院の姿は、東北・北海道地区
で「比類なき学校」と呼ばれるようになっていることです。
　さて、今日まで私たちは、描く将来像の実現に向けて、東北学院が大きく変わりつつある姿を社会に
アピールしてきました。大学五橋キャンパスの開学は「変わる東北学院」の一つの象徴です。こうした
変わる姿はそこで学ぶ学生・生徒にとっても本院にとっても豊かな未来を創り出すという意味で、相互
にWIN－WINの関係をもたらすことになります。私たちは、さらにこうした関係が地域社会にとっても
WINな関係へと転換することを目指します。それがつまり、本院が「社会から必要とされる学校」に
なるということです。この関係こそが「三方良し」のWIN－WIN－WIN（Triple WIN）の関係です。本
院はこれまで様々な機関と連携協定を締結してきました。例えば、ベガルタ仙台との連携では、本院と
ベガルタ仙台のWIN－WINの関係だけではなく、そうした連携が地域社会にとってもWINになること、
つまり様々な意味で地域社会が元気になることを目指さなければならないのです。連携協定とはそうし
たTriple WINを実現させることだと思います。
　地域貢献の面では、学校は地域社会に有為な人材を供給することが大事な目的の一つですが、同時に
多くの人を集め、賑わいを創出することも大きな役割です。本院には、仙台市中心部土樋・五橋に大学
があり11,000名の学生がいます。東の小鶴地区に中学校・高等学校があり2,000名の生徒がいます。北の
泉地区には榴ケ岡高等学校があり900名の生徒と大学のスポーツ施設及びベガルタ仙台の練習拠点があ
ります。本院は仙台市内の３カ所に学生・生徒が集う賑わいの場所を持っています。それらの賑わいが
三つの輪（Three Wheel）として中心部に向けて浸透していくことで地域社会の活性化に寄与できる
と考えています。
　このように学校が地域社会を盛り上げていく役割を果たしていくことができるはずだし、そうでなけ
ればならないと思い、その中心的役割を本院が担っていく覚悟を持ちたいと思っています。
　ここで本院の2024年度の歩みを概略的に振り返っておきましょう。
　法人では、まず2025年４月から施行される私立学校法改正に伴う寄附行為の変更及び関連規程の整備
を順調に進めました。12月には文部科学省より認可の知らせがあり、2025年度から新たな体制がスター
トすることになります。私立学校法改正の眼目はガバナンス体制の強化にあります。これまでと同様に
評議員会は理事会の諮問機関となりましたが、重要な議題については評議員会の議決を必要とすること
になりました。理事会の専横を防ぐという趣旨から、特に理事の選任についてはこれまでと異なり理事
選任機関を新たに置くことになり、そこで選任される理事について評議員会の意見を聴くことになりま
した。監事、会計監査人については評議員会の議決を必要とします。本院にとっては従来のやり方と異
なる点はありませんでしたので、さほど困難な課題ではありませんでした。また、ガバナンス体制の強
化と関連して内部統制システム整備の基本方針とリスク管理規程を定め、危機管理規程、危機管理マ
ニュアルとともに法人の健全な管理運営体制を構築しました。この点で毎年度行っているガバナンス・
コードの実施状況の点検結果は2024年度も良好でありました。
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　さらに、寄附行為を見直すなかで、私立学校法改正とは無関係に、重要だと思われる点を変更いたし
ました。第３条（目的）を「キリスト教に基づく教育を施すとともに」から「キリスト教に基づく教育
を施すことを不変とし」と改め、建学の精神をきちんと位置づけることにしました。その上で院長の職
責を明確にしました。第３条の２（院長）を「教育を総理する」から「キリスト教教育を総理する」と
改め、建学の精神の守護者であることを明記しました。第３条を変更するには、すべての理事の賛成が
必要となることも明記しましたので、キリスト教学校としての東北学院は不変であることを表明するも
のとなりました。これもまたTG IDENTITYの確立のための重要なピースです。
　次に、他機関との包括連携協定の締結についてです。ベガルタ仙台とは包括連携協定を2023年度に締
結し、大学泉キャンパス運動場をベガルタ仙台の練習拠点として人工芝、天然芝のグランドについては、
大学その他の課外活動と共用して使用することにしました。2024年度には、４月に人工芝グランド、
2025年３月に天然芝グランドとクラブハウスが完成し、完成セレモニーが行われました。クラブハウス
のある６号館は本院の包括連携の拠点施設として大学も引き続き使用しますので、多くのサポーターが
訪れることで、この関係の展開が地域社会を活性化することを願っています。
　2025年１月には新たに東北医科薬科大学と包括連携協定を締結しました。その目的は、両法人の強み
を活かしたより質の高い教育・研究を推進することにあります。中学校・高等学校とは以前から理科教
育への協力や推薦入学の枠をいただいていた関係性があり、これからは大学でも人間科学部心理行動科
学科での心理学の学びや大学院での公認心理師の実習への協力をいただき、包括的で緊密な関係性を深
めることにしました。
　第三に、中等教育部門については、７年前から法人役員が現状把握と将来構想を検討する場として設
置学校将来構想検討会議を毎年それぞれ２回、計４回開催しています。法人役員が各設置学校（高等学
校）を訪問し授業参観を通じて意見交換し、設備面も含めて実態を把握するとともに各校の課題を共有
しその改善に向けて協議を重ね将来を構想する、よい機会となっています。今年度は１回に１人または
２人の先生のクラスの授業をじっくりと参観しその後に担当教員と意見交換して授業の質向上に寄与し
ています。この会議を経て榴ケ岡高等学校の大学泉キャンパス２号館移転や中学校・高等学校の設備改
善が進められました。
　第四に、大学キャンパス整備計画は、第３期計画として土樋キャンパス再整備計画を策定しており、
今年度は２、３、４号館の解体撤去及び整地が行われました。また、土樋キャンパス東側の新棟建設計
画が基本設計に進み、一層具体化しています。土樋キャンパスと五橋キャンパスを橋渡しする交流の場
の創造に繋がることを期待しています。
　大学では、今年度は大学基準協会の認証評価を受審し、実地調査も踏まえ受審結果が「適合」と判断
されました。教育の質を担保する内部質保証に取り組み PDCAサイクルを着実に機能させた結果であ
ります。長所２点、改善点２点ありましたので、長所は一層伸ばしつつ改善努力を怠らないようにした
いと思います。
　第二に、補助事業に採択された「デジタルと掛けるダブルメジャー大学院教育構築事業」では、大学
院経済学研究科に経済データサイエンス専攻を設置する計画について、届出が文部科学省に受理され、
2025年４月に開設しました。これを嚆矢として他の研究科でも社会人向けのリスキリング教育が計画さ
れています。大学院改革の一環として今後が注目されるところです。
　第三に、既存学部の再編と新学部開設に向けて検討が進められ、独立行政法人大学改革支援・学位授
与機構による大学・高専機能強化支援事業の補助対象校に決定されたこともあり、理系新学部の新設が
具体的に動き始めました。2027年度開設予定ではありますが、地域社会に貢献できる新学部に期待する
ところは大きいものがあります。
　第四に、文部科学省の補助事業「私立大学等改革総合支援事業」については、2024年度も教学改革の
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取り組みであるタイプⅠ（「Society 5 .0」の実現に向けた特色ある教育の展開）では採択されず、地域
連携についてのタイプⅢ（「地域社会への貢献」地域連携型）を獲得しました。採択に向けた一層の努
力が求められています。
　第五に、高等教育機関として地域連携、情報教育、グローバル教育の３分野の一層の充実を意図して、
従来からの地域連携センターと新たなグローバル教育センターがそれぞれの活動を展開しています。そ
こに、法人一体となった中高大連携の取組でありますが、「アントレプレナーシップ教育」の展開が付
け加えられています。本学は、2023年度より、課題先進地東北から国内外の課題解決に資するスタート
アップの創出及びスタートアップ・エコシステム形成に向けた取り組みを推進する「みちのくアカデミ
ア発スタートアップ共創プラットフォーム（MASP）」に参画し、大学内のスタートアップ支援体制の
整備、大学の起業シーズを育成する研究開発費（ギャップファンド）の支援等の事業を通じ、大学発ス
タートアップ創出に向けた取り組みを進めています。この取組を「五橋インパクト」と称し、2025年３
月にスタートアップ講演会を開催し大いに注目を集めました。
　中学校・高等学校では、今年度で共学化が完成し、全校生徒約2,000名に達するまでになりました。
これも「未来学力」をキーワードとする学校改革が社会に認められた証左だと思います。課外活動では、
女子の活躍も含めて多くの部が全国大会に出場を果たしました。特に高校のサッカー部が全国大会に出
場しベスト16まで進みました。とても嬉しいことでした。サッカー部に対して多くの方々からご寄付を
いただきました。改めて感謝申し上げます。
　榴ケ岡高等学校では、コース制の特色を活かしつつ導入した「進学重視型単位制」の定着を図り、教
育改革を進めています。引き続き、プレカレッジやグローバル教育など様々な取り組みを進めています。
英語力強化のために英検の資格取得を進め、TG推薦出願の全員が英検準２級を取得しています。第二
外国語として中国語、ドイツ語、フランス語を開設し、グローバル社会で生き抜く力を涵養しています。
そして、2025年４月からの大学泉キャンパス２号館への移転の準備に注力し、素晴らしい学習環境を用
意することができ、「進学重視型単位制」の十全なる展開を保証するものとなり、今後を期待させます。
　幼稚園では、少子化の影響を最も早く受け、園児募集の厳しさは年々高まっています。満３歳児を受
け入れるなど定員充足に力を入れています。地域社会との連携活動や高齢者施設との交流、中高大連携
の下での英語学習、学生・生徒のボランティアによる園児との交流、大学キャンパス訪問や五橋キャン
パス押川ホールでの発表会など様々な取り組みを強化しています。これらは「遊びの教育」として園児
の非認知能力を高め、園児の成長を促しています。
　以上のように、2024年度の本院の歩みはTG Grand Vision 150 第Ⅱ期中期計画に沿って着実に進ん
だと言えるでしょう。「変わる東北学院」を強く社会にアピールできたと思います。しかし、まだまだ
多くの課題が山積しています。変革を怠れば停滞が、そしてその後衰退が待っています。現状に安住す
ることは滅びへの道です。リスクを恐れず積極果敢に挑戦していかなければなりません。2036年東北学
院創立150周年のときに地域社会に多くの有為な人材を輩出する「比類なき学校」として認められ、ゆ
るぎなく存立しているために、建学の精神に立脚し、継続性・法令遵守・説明責任という３つの経営理
念を堅持しつつ、経済合理性に基づく学校法人運営を心がけ、改革を断行していく所存です。それには、
本院のスクールモットー「LIFE LIGHT LOVE」に支えられた教職員の心が、神の導きによって一つ
になることが前提です。そうした教職員の主体的・積極的な協力・貢献によって、本院の拠って立つ基
盤である建学の精神に絶えず立ち返りながら、本院の進むべき方向を見誤らないように力強く歩んでま
いります。
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Ⅰ．法人の概要
̍ɽجຊ৘ใ

法 人 名 学校法人東北学院
住 所 〒980-8511　宮城県仙台市青葉区土樋一丁目３番１号
電話 /FAX 番号 022-264-6464/022-264-6458（代表）
ホームページURL https://www.tohoku-gakuin.jp/

̎ɽ東北学院ݐ学ͷਫ਼ਆɺスΫʔϧϞοτʔʦ-*'&ç-*()5ç-07&ʧɺ東北学院ڭҭ
ͷجຊํ਑ٴͼ学校๏ਓ東北学院ͷܦӦཧ೦

＜東北学院建学の精神＞
　東北学院の三校祖、押川方義、W・E・ホーイ、D・B・シュネーダーは、東北学院の建学の精神を、
宗教改革の「福音主義キリスト教」の信仰に基づく「個人の尊厳の重視と人格の完成」の教育にある
とした。
　その教育は、聖書の示す神に対する畏敬の念とイエス・キリストにならう隣人への愛の精神を培
い、文化の発展と福祉に貢献する人材の育成を目指すものである。

＜スクールモットー［LIFE LIGHT LOVE］＞
　東北学院の「建学の精神」を象徴するスクールモットー、「LIFE LIGHT LOVE」とは、イエス・
キリストの「命（いのち）」・「光（ひかり）」・「愛（あい）」を指す。キリストの命が私たちに与えられ、
キリストの光が私たちを照らし、キリストの愛が私たちを包んでいる。それゆえ私たちもまた人々の
命のために仕え、人々に光を与えるために働き、人々を自分のように愛するのである。これは聖書を
根拠にした本院に関係するすべての人々に対する教えであり、本院の創設時から大切にされてきた言
葉である。
　L I F E（いのち）とは、有限な生命体の命と、神が自らの似姿として創造された個人の尊厳を互

いに大切にすることである。
　LIGHT（ひかり）とは、学問や科学の成果によって新しい時代を切り開くことである。
　LOVE（あ い）とは、隣人愛をもって地域や世界に仕えることである。

＜東北学院教育の基本方針＞
　東北学院は創立以来、本法人に所属する各教育機関において一般の教育・研究活動と共に福音主義
キリスト教に基づく宗教教育を一貫して行ってきた。
　今後ともそれぞれの教育機関は、正規の学校行事としての礼拝と正課必修としてのキリスト教教育
を不変のこととして実施していくものとする。
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＜学校法人東北学院の経営理念＞
　学校法人東北学院は、建学の精神の堅持を根本理念とし、次の三つの基本方針により教育事業の経
営にあたる。
１．教育事業を安定的に持続させる経営
２．社会的に適切と評価される経営
３．社会に対して説明責任をはたす経営

̏ɽઃஔ͢Δ学校ɾ学෦ɾ学Պ等
2025年３月31日現在

設置する学校 開校年月日 学部・学科等
東北学院大学 1949年４月 大学院　　文学研究科

　　　　　経済学研究科
　　　　　経営学研究科
　　　　　法学研究科
　　　　　工学研究科
　　　　　人間情報学研究科
文学部　　英文学科
　　　　　総合人文学科
　　　　　歴史学科
　　　　　教育学科
経済学部　経済学科
　　　　　共生社会経済学科（募集停止）
経営学部　経営学科
法学部　　法律学科
工学部　　機械知能工学科
　　　　　電気電子工学科
　　　　　環境建設工学科
　　　　　情報基盤工学科（募集停止）
地域総合学部　地域コミュニティ学科
　　　　　政策デザイン学科
情報学部　データサイエンス学科
人間科学部　心理行動科学科
国際学部　国際教養学科
教養学部　人間科学科（募集停止）
　　　　　言語文化学科（募集停止）
　　　　　情報科学科（募集停止）
　　　　　地域構想学科（募集停止）

東北学院高等学校 1948年４月 全日制課程　普通科
東北学院榴ケ岡高等学校 1972年４月 全日制課程　普通科
東北学院中学校 1947年４月
東北学院幼稚園 1962年４月
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̐ɽԊɹֵ

1886年５月 仙台神学校開校
1891年９月 東北学院と改称

予科、本科、神学部を設置
1895年 普通科、文科専修部、理科専修部に改組
1904年３月 普通科、専門科（文学部、神学部）に改組
1905年６月 専門科を専門部（文科、神学科）に改称
1908年５月 社団法人東北学院を設置
1915年 普通科を中学部と改称
1918年 専門部を神学科１科、同２科、文科、師範科、商科の５科に改組
1925年８月 神学部（１科、２科）、専門部（文科、師範科、商科）の２部５科に改組
1929年８月 社団法人東北学院を財団法人東北学院に改組
　　　９月 専門部を高等学部と改称
19３6年３月 文科、師範科を文科第一部、同第二部と改称
19３７年３月 神学部を東京日本神学校に合併
194３年４月 高等学部商科を高等商業部、中学部を東北学院中学校と改称
1944年４月 航空工業専門学校設置
1945年12月 航空工業専門学校を工業専門学校と改称
194７年４月 新制東北学院中学校設置

工業専門学校廃止
1948年４月 新制東北学院高等学校並びに同第二部（定時制課程）設置
1949年４月 学制改革に伴い東北学院大学文経学部英文学科、同経済学科設置（設置認可）
1950年４月 東北学院短期大学部（２年制）併置。英文科、経済科を置く
1951年２月 財団法人東北学院を学校法人東北学院に改組
1952年４月 短期大学部法科増設
1959年４月 東北学院短期大学部の入学募集停止

東北学院大学文経学部第二部設置（認可申請）
東北学院高等学校榴ケ岡校舎設置

1960年３月 東北学院短期大学部廃止
1962年４月 東北学院大学工学部設置（機械工学科、電気工学科、応用物理学科）（認可申請）

東北学院幼稚園設置（認可申請）
1964年４月� �東北学院大学文経学部一部、同二部を文学部一部、同二部並びに経済学部一部、同

二部に改組（認可申請）
東北学院大学大学院設置（文学研究科修士課程英語英文学専攻）（認可申請）

1965年４月　　東北学院大学法学部設置（認可申請）
東北学院大学大学院経済学研究科修士課程設置（財政金融学専攻）（認可申請）

1966年４月 東北学院大学大学院文学研究科博士課程設置（英語英文学専攻）（認可申請）
東北学院大学大学院工学研究科修士課程設置（応用物理学専攻）（認可申請）

196７年４月 東北学院大学工学部土木工学科増設（届出）
東北学院大学大学院経済学研究科財政金融学専攻を経済学専攻に改組（認可申請）

1968年４月� �東北学院大学大学院経済学研究科博士課程（経済学専攻）、工学研究科博士課程（応
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用物理学専攻）設置（認可申請）
1969年３月 東北学院大学文経学部・同第二部廃止
19７1年４月� �東北学院大学大学院工学研究科修士課程に機械工学専攻、電気工学専攻増設（認可

申請）
19７2年４月 東北学院榴ケ岡高等学校設置（認可申請）
19７4年４月� �東北学院大学大学院工学研究科博士課程に機械工学専攻、電気工学専攻増設（認可

申請）
19７5年４月 東北学院大学大学院法学研究科修士課程設置（法律学専攻）（認可申請）
19７9年４月 東北学院大学大学院法学研究科博士課程設置（法律学専攻）（認可申請）
198７年３月 東北学院高等学校第二部（定時制課程）廃止　
1989年４月� �東北学院大学教養学部設置（教養学科－人間科学・言語科学・情報科学専攻）（認

可申請）
1990年４月 東北学院大学大学院工学研究科土木工学専攻（修士課程）設置（認可申請）
1992年４月 東北学院大学大学院工学研究科土木工学専攻（博士課程）設置（認可申請）
1994年４月 東北学院大学大学院人間情報学研究科人間情報学専攻（修士課程）設置（認可申請）
1995年４月 東北学院榴ケ岡高等学校男女共学制に移行
1996年４月� �東北学院大学大学院人間情報学研究科人間情報学専攻博士課程（後期）設置（認可

申請）
東北学院高等学校収容定員に係る学則変更認可（入学定員３00名→３60名）
東北学院榴ケ岡高等学校収容定員に係る学則変更認可（入学定員180名→2７0名）

199７年４月� �東北学院大学大学院文学研究科アジア文化史専攻（修士課程）・ヨーロッパ文化史
専攻（修士課程）設置（認可申請）

1999年４月� �東北学院大学大学院文学研究科アジア文化史専攻博士課程（後期）・ヨーロッパ文
化史専攻博士課程（後期）設置（認可申請）
東北学院大学収容定員の増加に係る学則変更認可（編入学定員設置）

2000年４月� �東北学院大学収容定員の増加に係る学則変更認可（文学部一部英文学科昼間主コー
ス・夜間主コース、経済学部一部経済学科昼間主コース・夜間主コース、同商学科
昼間主コース・夜間主コース増設、文学部二部英文学科・経済学部二部経済学科学
生募集停止）〔ただし文学部一部英文学科夜間主コース、経済学部一部経済学科夜
間主コース及び商学科夜間主コースの編入学定員（３年次）の受入れは2002年４月
１日〕
東北学院大学の期間を付した入学定員の設定に係る学則変更認可（臨時的定員の増
加：経済学部一部経済学科昼間主コース、同商学科昼間主コース、法学部法律学科）
東北学院大学文学部一部を文学部に、経済学部一部を経済学部に名称変更（届出）

2001年４月� �東北学院大学の学部の学科名称変更（基督教学科をキリスト教学科に、商学科を経
営学科に、教養学科言語科学専攻を教養学科言語文化専攻に変更）（届出）

2002年４月� �東北学院大学大学院に経済学研究科経営学専攻（修士課程）設置（認可申請）、東
北学院大学の学部の学科名称変更（工学部機械工学科を機械創成工学科に、電気工
学科を電気情報工学科に、応用物理学科を物理情報工学科に、土木工学科を環境土
木工学科に変更）

2004年４月� �東北学院大学大学院法務研究科法実務専攻（専門職学位課程）設置（認可申請）、
東北学院大学収容定員の増加に係る学則変更（臨時的定員の恒常的定員化）
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2005年３月 東北学院大学文学部二部英文学科廃止（届出）（※）
2005年４月 東北学院大学文学部史学科を募集停止し、歴史学科を設置（届出）

東北学院大学教養学部教養学科を人間科学科、言語文化学科、情報科学科、地域構
想学科の４学科に改組（届出）

2006年４月� �東北学院大学工学部機械創成工学科、物理情報工学科、環境土木工学科を募集停止
し、機械知能工学科、電子工学科、環境建設工学科を設置（届出）

200７年４月 東北学院大学経済学部二部経済学科廃止（届出）（※）
2009年４月� �東北学院大学経済学部を改組し、経済学部経営学科を経営学部経営学科とし、経済

学部にはこれまでの経済学科に加え、共生社会経済学科を設置（届出）
東北学院大学大学院経済学研究科を改組し、経済学研究科経済学専攻（博士課程）
と経営学研究科経営学専攻（修士課程）を設置（届出）

2010年４月 東北学院大学大学院工学研究科を改組し、電子工学専攻（修士課程）を設置（届出）
東北学院大学大学院工学研究科土木工学専攻を環境建設工学専攻に名称変更（届出）

2011年４月 東北学院大学文学部キリスト教学科を総合人文学科に改組（届出）
2012年４月 東北学院大学大学院工学研究科電子工学専攻博士課程（後期）を設置（届出）

東北学院大学工学部機械創成工学科、物理情報工学科、環境土木工学科、教養学部
教養学科、大学院工学研究科応用物理学専攻及び大学院経済学研究科経営学専攻廃
止（届出）（※）

2014年４月 東北学院大学文学部史学科廃止（届出）（※）
2016年４月 東北学院大学文学部キリスト教学科廃止（届出）（※）

東北学院大学大学院法務研究科廃止（届出）（※）
201７年４月� �東北学院大学工学部電気情報工学科・電子工学科を改組し、電気電子工学科・情報

基盤工学科を設置（届出）
東北学院大学経済学部経営学科廃止（届出）（※）

2018年４月 東北学院大学文学部教育学科を設置（認可申請）
東北学院大学収容定員の増加に係る学則変更認可（文学部英文学科・総合人文学
科・歴史学科、経済学部経済学科・共生社会経済学科、経営学部経営学科、法学部
法律学科、教養学部人間科学科・言語文化学科・情報科学科・地域構想学科）

2022年４月 東北学院中学校・高等学校男女共学制に移行
東北学院幼稚園子ども子育て新制度へ移行

202３年４月� �東北学院大学地域総合学部地域コミュニティ学科・政策デザイン学科、情報学部
データサイエンス学科、人間科学部心理行動科学科、国際学部国際教養学科を設置
（届出）
東北学院大学工学部電子工学科、電気情報工学科廃止（届出）（※）
※印は、学則変更届出書の「廃止の時期」を記しており、学則の附則に記載の廃止日とは異なる
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　（１） 役員（定員数　理事２２人、監事３人）
2025年３月３1日現在

氏　　　名 就任年月日 勤務形態 役員賠償責任
保険締結者

責 任 限 定
契約締結者

理　　事　　長 原　田　善　教 2020年４月１日 常　勤 ○

理　　　　　事
（院　　　　　長） 大　西　晴　樹 2020年４月１日 常　勤 ○

理　　　　　事
（学　　　　　長） 大　西　晴　樹 2019年４月１日 常　勤 ○

常任理事（総務担当） 阿　部　重　樹 2020年４月１日 常　勤 ○

常任理事（財務担当） 鈴　木　　　勇 2020年４月１日 常　勤 ○

常任理事（人事担当） 佐　藤　義　幸 2024年４月１日 常　勤 ○

理　　　　　事
（副学長［総務担当］） 千　葉　智　則 2023年４月１日 常　勤 ○

理　　　　　事
（副学長［学務担当］） 村野井　　　仁 2021年４月１日 常　勤 ○

理　　　　　事
（副学長［点検・評価担当］） 中　沢　正　利 2020年４月１日 常　勤 ○

理　　　　　事
（高 等 学 校 長） 帆　足　直　治 2023年４月１日 常　勤 ○

理　　　　　事
（榴ケ岡高等学校長） 河　本　和　文 2021年４月１日 常　勤 ○

理　　　　　事
（法人事務局長） 齋　藤　信　二 2020年４月１日 常　勤 ○

理　　　　　事
仙台東六番丁教会主任担任教師

中　本　　　純 2024年４月１日 非常勤 ○ ○

理　　　　　事
仙台市副市長

髙　橋　新　悦 2021年４月１日 非常勤 ○ ○

理　　　　　事
仙台広瀬河畔教会主任担任教師

望　月　　　修 2005年４月１日 非常勤 ○ ○

理　　　　　事
渡邊克彦法律事務所　弁護士

渡　邊　智　彦 2024年４月１日 非常勤 ○ ○

理　　　　　事
熊谷建設コンサルタント㈱

熊　谷　史　子 2023年４月１日 非常勤 ○ ○

理　　　　　事
仙台東一番丁教会主任担任教師

瀬　谷　　　寛 2019年４月１日 非常勤 ○ ○

理　　　　　事
㈱河北新報社代表取締役社長

一　力　雅　彦 2004年４月１日 非常勤 ○ ○

理　　　　　事
三島法律事務所　弁護士

真　田　昌　行 2019年４月１日 非常勤 ○ ○

理　　　　　事
㈱ユアテック顧問

佐　竹　　　勤 2022年４月１日 非常勤 ○ ○

理　　　　　事
本院史資料センター客員研究員

日　野　　　哲 2016年４月１日 非常勤 ○ ○

監　　　　　事 齋　藤　　　仁 2024年４月１日 常　勤 ○ ○

監　　　　　事
峯岸進一公認会計士事務所　公認会計士・税理士

峯　岸　進　一 2017年11月１日 非常勤 ○ ○

監　　　　　事
㈱仙台銀行融資担当特別執行役員

斎　藤　義　明 2018年４月１日 非常勤 ○ ○



－ 11 －ᶗɽ๏ਓͷ֓ཁ

役員賠償責任保険について
　2020年４月１日付けで施行された改正私立学校法により、役員の職務及び責任の明確化等に関する
規定が整備されたことに伴い、本院では役員賠償責任保険契約を締結している。契約内容は次のとお
りである。

　　保険の名称：会社役員賠償責任保険　D&O保険（東京海上日動火災保険㈱）
　　　　　　　　　役員としての業務の遂行に起因して、保険期間中に損害賠償がなされたことに

よって被る損害を、保険期間中の総支払限度額の範囲内で支払う保険。
　　保 険 期 間：2024年５月１日午後４時から2025年５月１日午後４時まで
　　支払限度額：10億円

責任限定契約について
　非業務執行理事及び監事に対しては、責任限定契約を締結している。その根拠は次のとおり、学校
法人東北学院寄附行為第47条に規定されている。

学校法人東北学院寄附行為（抜粋）
（責任限定契約）
　第47条　理事（理事長、常任理事、業務を執行したその他の理事又はこの法人の職員でないもの
に限る。）又は監事（以下この条において「非業務執行理事等」という。）が任務を怠ったこと
によって生じた損害についてこの法人に対し賠償する責任は、当該非業務執行理事等が職務を
行うにつき善意でかつ重大な過失がないときは、金240万円以上であらかじめ定めた額と私立
学校法において準用する一般社団法人及び一般財団法人に関する法律で定める額とのいずれか
高い額を限度とする旨の契約を非業務執行理事等と締結することができる。
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　（２） 評議員（定員数46人）
2025年３月31日現在

氏　　　名 就任年月日

院 長 大　西　晴　樹 2020年４月１日

学 部 長 福　野　光　輝 2024年４月１日

〃 伊　藤　則　之 2024年４月１日

〃 渡　部　友　子 2024年４月１日

〃 伊鹿倉　正　司 202３年４月１日

〃 岩　谷　幸　雄 2020年４月１日

〃 塚　本　信　也 2022年４月１日

宗 教 部 長 原　田　浩　司 2022年４月１日

総 務 部 長 早　坂　友　行 2024年６月１日

総 務 課 長 田　口　　　修 2021年６月１日

中学校・高等
学校副校長 渡　辺　栄　一 2024年４月１日

中学校・高等
学校副校長 和　田　知　久 202３年４月１日

榴ケ岡高等
学校副校長 佐　藤　　　周 2021年４月１日

幼 稚 園 長 島　内　久美子 2020年４月１日

庶 務 部 長 齋　藤　吉　重 2020年４月１日

財 務 部 長 水　野　　　徹 2020年４月１日

施 設 部 長 須　田　充　彦 2021年４月１日

本法人各部門
教 職 員 髙　橋　秀　之 202３年４月１日

〃 斎　藤　　　修 202３年４月１日

〃 宮　本　直　規 2021年４月１日

〃 佐　藤　信　幸 2021年４月１日

〃 廣　江　和　也 2021年４月１日

〃 西間木　　　順 2015年４月１日

氏　　名 就任年月日

本法人各部門
教 職 員 熊　谷　紀　子 202３年７月2７日

卒 業 生
㈱清月記代表取締役社長
菅　原　裕　典 2015年６月１日

〃
㈱ウジエスーパー代表取締役会長
氏　家　良　典 2018年４月１日

〃
認定子ども園あらかわ園長
成　田　智　典 202３年４月１日

〃
東北学院同窓会常任委員
東京都北区教育委員会教育委員
宮　川　淳　子

2024年４月１日

〃
タクシーチケットサービス㈱専務執行役員
髙　橋　　　博 2022年４月１日

〃
㈱阿部蒲鉾店代表取締役社長
阿　部　賀寿男 2021年４月１日

〃
仙南タクシー㈱代表取締役
高　澤　雅　哉 2019年４月１日

〃
行政書士
菊　地　　　茂 202３年４月１日

〃
東北学院同窓会代議員
宮　川　信　明 2024年４月１日

〃 遠　藤　和　雄 201７年４月１日

〃
合同会社未来カンパニー代表社員
長　谷　昌　武 2021年４月１日

〃
今田早百合行政書士事務所　行政書士
今　田　早百合 201７年４月１日

学識経験者
本院史資料センター客員研究員
日　野　　　哲 2015年４月１日

〃
共愛学園前橋国際大学長
大　森　昭　生 2019年４月１日

〃
仙台ホサナ教会主任担任教師
長　尾　厚　志 2011年４月１日

〃 工　藤　雅　義 2019年４月１日

〃
中学校・高等学校宗教主任
松　井　浩　樹 2024年６月１日

〃
仙台市副市長
髙　橋　新　悦 2020年６月１日

〃
渡邊克彦法律事務所　弁護士
渡　邊　智　彦 2024年４月１日

〃
仙台東六番丁教会主任担任教師
中　本　　　純 201７年４月１日

〃
仙台広瀬河畔教会主任担任教師
望　月　　　修 2005年４月１日

〃
本学教職員
佐々木　徳　貴 2021年４月１日
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̒ɽ๏ਓͷओཁͳ৹ٞؔػ等
2025年３月31日現在

会議の名称 構　　成　　員

理 事 会 理事長、院長、学長、副学長、高等学校長、法人事務局長、評議員から４人、
学識経験者から10人

評 議 員 会
院長、学部長から６人、宗教部長、総務部長、総務課長、副校長、幼稚園長、
庶務部長、財務部長、施設部長、法人職員から７人、卒業生で25歳以上の者
から12人、学識経験者から10人

常 務 理 事 会 理事長、院長、常任理事、学長、副学長、校長、法人事務局長

宗 教 協 議 会

理事長、院長、学長、副学長（総務担当）、中学校長、高等学校長、榴ケ岡
高等学校長、法人事務局長、副校長、幼稚園長、法人事務局次長、庶務部長、
宗教部長、総務部長、総合人文学科長、大学宗教主任、キリスト教文化研究
所長、宗教音楽研究所長、宗教センター所長、東北学院史資料センター所長、
中学校・高等学校宗教主任、榴ケ岡高等学校宗教主任、宗教センター主任、
宗教センターチャプレン、その他院長が委嘱する者

企 画 委 員 会 常任理事、学長、副学長、学長室長、校長、幼稚園長、法人事務局長、法人
事務局次長、庶務部長、人事部長、財務部長、施設部長、広報部長、総務部長

施 設 会 議

常任理事、学長、副学長、校長、幼稚園長、法人事務局長、法人事務局次長、
庶務部長、財務部長、施設部長、総務部長、総務部次長、庶務課長、財務課
長、施設課長、大学キャンパス整備課長、総務課長、中学校・高等学校事務
長、榴ケ岡高等学校事務長、幼稚園事務長

人 事 会 議
常任理事、副学長（総務担当）、副校長、幼稚園教頭、法人事務局長、法人
事務局次長、庶務部長、財務部長、人事部長、総務部長、人事部次長、総務
部次長、庶務課長、人事課長、総務課長

財 務 会 議
常任理事、学長、副学長、中学校・高等学校長、榴ケ岡高等学校長、幼稚園
長、法人事務局長、法人事務局次長、庶務部長、人事部長、広報部長、財務
部長、施設部長、財務課長、総務部長

広 報 委 員 会

常任理事（総務担当）、法人事務局長、法人事務局次長、庶務部長、財務部長、
広報部長、広報課長、副学長、学部長、教養教育センター長、学長室長、宗教
部長、総務部長、学務部長、入試部長、学生部長、就職キャリア支援部長、情報
システム部長、中学校・高等学校副校長、榴ケ岡高等学校副校長、幼稚園教頭

̓ɽڭ৬һͷ֓ཁ
2024年５月１日現在　　単位：人

区　分 法 人
事 務 局 大 学 中学校・

高等学校
榴 ケ 岡
高等学校 幼 稚 園 計

教員
本務 0　　　 308（59） 99（23） 51（16） 5（ 5） 463（103）
兼務 0　　　 340（96） 31（15） 27（13） 6（ 6） 404（130）

職員
本務 62（18） 156（63） 8（ 4） 5（ 1） 0　　　 231（ 86）
兼務 9（ 2） 16（11） 1（ 1） 4（ 4） 3（ 3） 33（ 21）

　　　［備考］１．本務〔専任〕教職員の平均年齢　　　教員　49.43歳（男50.94歳、女44.12歳）
職員　43.63歳（男45.76歳、女40.05歳）

　　　　　　　２．兼務〔非専任〕教職員の平均年齢　　教員　52.05歳（男52.96歳、女50.15歳）
職員　45.58歳（男49.42歳、女43.38歳）

　　　　　　　３．表中の（　）は女性内数
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̔ɽઃஔ学校ɾڭҭڀݚ૊৫ 2025年３月31日現在

幼 稚 園

中 学 校

榴 ケ 岡
高等学校

高等学校

東

北

学

院

大　　学

大 学 院

学　　部

研 究 所

宗 教 部
図 書 館
博 物 館
ラーニング・コモンズ

情報処理センター
教職課程センター
産学連携推進センター
理数基礎教育センター
外国語教育センター
学生健康支援センター
地域連携センター
グローバル教育センター

英語英文学研究所
キリスト教文化研究所
ヨーロッパ文化総合研究所
アジア流域文化研究所
宗教音楽研究所
東北文化研究所
経済研究所
経営研究所
法学政治学研究所
教育総合研究所
工学総合研究所
地域総合研究所
データサイエンス研究所
人間科学研究所
国際学研究所

人間情報学研究科【博士課程】 人間情報学専攻

高等教育開発室

経 済 学 研 究 科【博士課程】 経 済 学 専 攻
経 営 学 研 究 科【修士課程】 経 営 学 専 攻
法 学 研 究 科【博士課程】 法 律 学 専 攻

機械工学専攻
工 学 研 究 科【博士課程】 電気工学専攻

電子工学専攻
環境建設工学専攻

文 学 研 究 科【博士課程】
英語英文学専攻
ヨーロッパ文化史専攻
アジア文化史専攻

教養教育センター

（人間科学科）
（教 養 学 部） （言語文化学科）

（情報科学科）
（地域構想学科）

経 営 学 部 経 営 学 科

情 報 学 部 データサイエンス学科

法 学 部 法 律 学 科

人間科学部 心理行動科学科
国 際 学 部 国際教養学科

機械知能工学科
電気電子工学科

工 学 部 環境建設工学科
（情報基盤工学科）

英 文 学 科
総合人文学科
歴 史 学 科
教 育 学 科

文 学 部

経 済 学 部 経 済 学 科
（共生社会経済学科）

地域総合学部 地域コミュニティ学科
政策デザイン学科

※（　）は現在募集を停止している学科等

セ ン タ ー
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̕ɽࣄ຿૊৫ 2025年３月31日現在

監　事　係
庶　務　係

宗教センター係
企　画　係
危機管理係

人　事　係
給　与　係
職員厚生係
財　務　係
出　納　係
資　金　係
入　札　係
募　金　係
施　設　係

大学キャンパス整備課
企画・評価係
制作・実施係

調　査　係
企画調整係

点検・評価係
ＩＲ係

庶務・宗教係
秘　書　係
地域連携係
ボランティア係
研究支援係
研究助成係
図　書　係
学　部　係
学　事　係

大 学 院 係
学習支援係
ラーニング・コモンズ係
実験・実習係
学修支援システム係
国際交流係
派遣留学係
受入留学係
入試実施係
入試システム係
入試企画係
入試広報係
学　生　係
厚　生　係
スポーツ支援係
学生支援室係
学生相談室係
保 健 室 係
就職指導係
業　務　係
庶務・システム係
受入・整理・逐次刊行物係
閲　覧　係
事務システム係
ネットワーク係
情報システム支援係

庶　務　係
給　与　係
経　理　係
管　財　係
教　務　係
図　書　係

庶　務　係
給　与　係
経　理　係
管　財　係
教　務　係
図　書　係

内部監査室 

施 設 部

国際交流部 

入 試 部

就職キャリア支援部

教学組織改編推進室

図 書 部

情報システム部

法　務　係庶 務 課

庶 務 部 企 画 課

校 友 課

人 事 部 人 事 課

財 務 部 財 務 課

施 設 課

広 報 部 広 報 課

東北学院史資料センター

東北学院宗教センター

総 務 課

地域連携課

研究支援課

国際交流課

アドミッションズ・オフィス

学 生 課

学生健康支援課

就職キャリア支援課

図書情報課

情報システム課

中学校・高等学校事務室

榴ケ岡高等学校事務室

幼 稚 園 事 務 室

監
　
　
事

評
議
員
会

理
事
長

理
事
会

法人事務局

大　　　学

高 等 学 校

榴ケ岡高等学校

幼　稚　園

中　学　校

学 生 部

学 務 部

総 務 部

地域連携部

研究支援部

学 長 室 政策支援ＩＲ課

大 学 院 課

学修支援課

教務システム係
資格・教職課程係

院
　
　
長

教 務 課

事 務 室
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ø÷ɽೖ学ఆһɺฤೖ学ఆһɺऩ༰ఆһɺऀئࢤ਺ɺೖ学ऀ਺ɺࡏ੶ऀ਺ٴͼୀ学ɾআ੶ऀ਺ （単位：人）
2024. 5. 1現在 2025. ３. ３1現在

入学定員
編入学定員　※１ 収容定員

※２ 志願者数 入学者数 在籍者数 在籍者数　
※３

退学・除籍
者数　※４（２学年次）（３学年次）

大
　
　
　
学
　
　
　
院

博 士 課 程
前 期 課 程

文 学 研 究 科 20 40 0 0 4 4 0

経 済 学 研 究 科 8 16 1 1 1 1 0

経営学研究科（修士課程） 8 16 12 12 19 1７ 0

法 学 研 究 科 10 20 5 4 8 ７ 1

工 学 研 究 科 ３2 64 41 ３７ 64 64 0

人 間 情 報 学 研 究 科 8 16 9 ７ 21 21 0

小　　　　　計 86 1７2 68 61 11７ 114 1

博 士 課 程
後 期 課 程

文 学 研 究 科 ７ 21 0 0 4 4 0

経 済 学 研 究 科 2 6 0 0 1 1 0

法 学 研 究 科 2 6 0 0 1 1 0

工 学 研 究 科 8 24 2 1 5 5 0

人 間 情 報 学 研 究 科 ３ 9 ３ 2 5 5 0

小　　　　　計 22 66 5 ３ 16 16 0

大 学 院 合 計 108 2３8 ７３ 64 1３３ 1３0 1

学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
部

文 学 部

英 文 学 科 150 6 12 696 666 181 ７14 ７02 1３

総 合 人 文 学 科 60 2 224 549 65 2３5 228 6

歴 史 学 科 1７0 2 ３ 690 925 1７9 ７24 ７14 10

教 育 学 科 ７0 240 505 ７6 25３ 251 2

小　　　　　計 450 8 1７ 1,850 2,645 501 1,926 1,895 ３1

経 済 学 部

経 済 学 科 4３0 6 9 1,７７0 2,３54 468 1,84３ 1,814 22

共 生 社 会 経 済 学 科 ※５ 4 ３ ３88 409 ３99 5

小　　　　　計 4３0 10 12 2,158 2,３54 468 2,252 2,21３ 2７

経 営 学 部 経 営 学 科 ３41 6 8 1,３92 1,655 ３6７ 1,4３4 1,40７ 2３

法 学 部 法 律 学 科 ３55 4 6 1,446 1,486 40３ 1,520 1,50３ 14

工 学 部

機 械 知 能 工 学 科 115 6 462 ７01 122 4７8 466 1３

電 気 電 子 工 学 科 1３0 6 492 ７25 1３７ 49７ 488 10

環 境 建 設 工 学 科 115 5 460 545 121 465 458 10

情 報 基 盤 工 学 科 ※５ 5 2３0 2３1 224 9

小　　　　　計 ３60 22 1,644 1,9７1 ３80 1,6７1 1,6３6 42

地 域 総 合
学 部

地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ 学 科 150 ３00 ７３8 168 ３21 ３21 0

政 策 デ ザ イ ン 学 科 145 290 615 152 ３0３ ３0３ 0

小　　　　　計 295 590 1,３5３ ３20 624 624 0

情 報 学 部 デ ー タ サ イ エ ン ス 学 科 190 ３80 986 19３ 406 406 0

人間科学部 心 理 行 動 科 学 科 165 ３３0 921 19７ ３64 ３6３ 1

国 際 学 部 国 際 教 養 学 科 1３0 260 609 1３７ 269 266 ３

教 養 学 部
※５

人 間 科 学 科 2 2 228 229 228 1

言 語 文 化 学 科 2 2 228 2３３ 229 ３

情 報 科 学 科 2 2 228 2３5 22７ 8

地 域 構 想 学 科 2 2 228 2３2 226 5

小　　　　　計 8 8 912 929 910 1７

学 部 合 計 2,７16 ３6 ７３ 10,962 1３,980 2,966 11,３95 11,22３ 158

大 学 2,824 11,200 14,05３ ３,0３0 11,528 11,３5３ 159

高 等 学 校 ３60 1,080 1,8７6 450 1,4３5 1,416 ※８� 19

榴 ケ 岡 高 等 学 校 2７0 810 1,３７6 266 85３ 8３5 ※８� 18

中 学 校 ※６�３00 900 2７７ 182 55７ 555 ※８� 2

幼 稚 園 ※７� ３0 200 ３1 26 8７ 91 ※９� 0

総　　　　　　　　　　計 3,７84 109 14,190 14,460 14,250 198

［注］
※１　編入学定員は、２年次は2023年度より、３年次は2024年度より適用。
※２　収容定員は、学部が2021年度から、大学院が修了年限に応じて2022年度又は2023年度からの合計定員を記載。
※３　2025年３月31日現在の在籍者数は、修了者数、卒業者数、卒園者数及び2025年３月31日付け退学・除籍者数を含む。
※４　2025年３月31日現在の退学・除籍者数は、2024年度内の退学・除籍者数である。ただし、2024年度内に復籍手続をした数及び2025年３月31日付け退学

復籍手続をした数及び2025年３月31日付け退学・除籍者を除く。
　　　また、2025年度から遡って2024年度での退学・除籍を承認した数を除く。
※５　経済学部共生社会経済学科、工学部情報基盤工学科、教養学部人間科学科、同言語文化学科、同情報科学科、同地域構想学科は、2023年４月募集停止。
※６　中学校の入学定員300人は学則の入学定員。募集人数は180人。
※７　幼稚園の入学定員30人は３歳時の募集人数を記載。
※８　中学校・高等学校、榴ケ岡高等学校の退学・除籍者数には転校を含む。
※９　2024年度は満３歳児を受け入れているが、５月１日現在の人数とする。
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øøɽऩ༰ఆһॆ଍཰ 2024年５月１日現在
2020年度 2021年度 2022年度 202３年度 2024年度 2020年度 2021年度 2022年度 202３年度 2024年度

学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
部

文 学 部

英文学科
収容定員 815 ７62 ７62 ７３2 696

　
　
　
　
　
　
　
　
　
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
院

博士課程
前期課程

文 学
研 究 科

英語英文
学 専 攻

収容定員 20 20 20 20 20
在籍者数 805 ７5７ ７51 ７1７ ７14 在籍者数 1 1 2 1 0
充 足 率 0.98 0.99 0.98 0.9７ 1.02 充 足 率 0.05 0.05 0.10 0.05 0.00

英文学科
（昼間主）

収容定員 ヨーロッ
パ文化史
専 攻

収容定員 10 10 10 10 10
在籍者数 1 在籍者数 4 4 4 ３ 2
充 足 率 充 足 率 0.40 0.40 0.40 0.３0 0.20

総合人文
学 科

収容定員 184 204 204 214 224
アジア文
化史専攻

収容定員 10 10 10 10 10
在籍者数 196 216 211 216 2３5 在籍者数 ７ 6 10 5 2
充 足 率 1.06 1.05 1.0３ 1.00 1.04 充 足 率 0.７0 0.60 1.00 0.50 0.20

歴史学科
収容定員 6７３ 692 692 692 690

経 済 学
研 究 科

経 済 学
専 攻

収容定員 16 16 16 16 16
在籍者数 692 ７09 ７05 ７10 ７24 在籍者数 1 1 2 1 1
充 足 率 1.02 1.02 1.01 1.02 1.04 充 足 率 0.06 0.06 0.12 0.06 0.06

教育学科
収容定員 150 200 200 220 240 経 営 学

研 究 科
（修士課程）

経 営 学
専 攻

収容定員 16 16 16 16 16
在籍者数 159 208 210 228 25３ 在籍者数 22 15 10 14 19
充 足 率 1.06 1.04 1.05 1.0３ 1.05 充 足 率 1.３７ 0.9３ 0.62 0.8７ 1.18

小　　計
収容定員 1,822 1,858 1,858 1,858 1,850

法 学
研 究 科

法 律 学
専 攻

収容定員 20 20 20 20 20
在籍者数 1,85３ 1,890 1,8７７ 1,8７1 1,926 在籍者数 5 9 12 8 8
充 足 率 1.01 1.01 1.01 1.00 1.04 充 足 率 0.25 0.45 0.60 0.40 0.40

経済学部

経済学科
収容定員 1,７59 1,７96 1,７96 1,７86 1,７７0

工 学
研 究 科

機械工学
専 攻

収容定員 16 16 16 16 16
在籍者数 1,821 1,85７ 1,82７ 1,804 1,84３ 在籍者数 25 2３ 19 21 2３
充 足 率 1.0３ 1.0３ 1.01 1.01 1.04 充 足 率 1.56 1.4３ 1.18 1.３1 1.4３

共生社会
経済学科

収容定員 ７51 ７66 ７66 5７9 ３88
電気工学
専 攻

収容定員 16 16 16 16 16
在籍者数 ７７７ ７89 ７96 605 409 在籍者数 18 18 14 1７ 19
充 足 率 1.0３ 1.0３ 1.0３ 1.04 1.05 充 足 率 1.12 1.12 0.8７ 1.06 1.18

小　　計
収容定員 2,510 2,562 2,562 2,３65 2,158

電子工学
専 攻

収容定員 16 16 16 16 16
在籍者数 2,598 2,646 2,62３ 2,409 2,252 在籍者数 11 14 2３ 19 11
充 足 率 1.0３ 1.0３ 1.02 1.01 1.04 充 足 率 0.68 0.8７ 1.4３ 1.18 0.68

経営学部 経営学科
収容定員 1,３７0 1,３98 1,３98 1,３98 1,３92

環境建設
工学専攻

収容定員 16 16 16 16 16
在籍者数 1,３9７ 1,42３ 1,42３ 1,419 1,4３4 在籍者数 15 11 8 10 11
充 足 率 1.01 1.01 1.01 1.01 1.0３ 充 足 率 0.9３ 0.68 0.50 0.62 0.68

法 学 部 法律学科
収容定員 1,425 1,456 1,456 1,45３ 1,446

人間情報
学研究科

人間情報
学 専 攻

収容定員 16 16 16 16 16
在籍者数 1,48７ 1,485 1,4７8 1,4７6 1,520 在籍者数 8 9 9 18 21
充 足 率 1.04 1.01 1.01 1.01 1.05 充 足 率 0.50 0.56 0.56 1.12 1.３1

工 学 部

機械知能
工 学 科

収容定員 452 452 452 45７ 462

博士課程
後期課程

文 学
研 究 科

英語英文
学 専 攻

収容定員 9 9 9 9 9
在籍者数 456 448 464 464 4７8 在籍者数 1 1 2 2 1
充 足 率 1.01 0.99 1.02 1.01 1.0３ 充 足 率 0.11 0.11 0.22 0.22 0.11

電気情報
工 学 科

収容定員 ヨーロッ
パ文化史
専 攻

収容定員 6 6 6 6 6
在籍者数 9 ３ 1 0 0 在籍者数 0 0 1 1 1
充 足 率 充 足 率 0.00 0.00 0.16 0.16 0.16

電気電子
工 学 科

収容定員 452 452 452 4７2 492
アジア文
化史専攻

収容定員 6 6 6 6 6
在籍者数 4３5 451 45３ 4７5 49７ 在籍者数 4 4 4 5 2
充 足 率 0.96 0.99 1.00 1.00 1.01 充 足 率 0.66 0.66 0.66 0.8３ 0.３３

電 子
工 学 科

収容定員
経 済 学
研 究 科

経 済 学
専 攻

収容定員 6 6 6 6 6
在籍者数 18 ３ 0 0 0 在籍者数 1 1 1 1 1
充 足 率 充 足 率 0.16 0.16 0.16 0.16 0.16

環境建設
工 学 科

収容定員 450 450 450 455 460
法 学
研 究 科

法 律 学
専 攻

収容定員 6 6 6 6 6
在籍者数 466 451 456 456 465 在籍者数 0 1 1 1 1
充 足 率 1.0３ 1.00 1.01 1.00 1.01 充 足 率 0.00 0.16 0.16 0.16 0.16

情報基盤
工 学 科

収容定員 450 450 450 ３40 2３0

工 学
研 究 科

機械工学
専 攻

収容定員 6 6 6 6 6
在籍者数 4３5 44３ 446 ３３７ 2３1 在籍者数 0 0 0 0 0
充 足 率 0.96 0.98 0.99 0.99 1.00 充 足 率 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

小　　計
収容定員 1,804 1,804 1,804 1,７24 1,644

電気工学
専 攻

収容定員 6 6 6 6 6
在籍者数 1,819 1,７99 1,820 1,７３2 1,6７1 在籍者数 1 0 ３ ３ ３
充 足 率 1.01 0.99 1.00 1.00 1.01 充 足 率 0.16 0.00 0.50 0.50 0.50

地域総合
学 部

地 域
コミュニ
ティ学科

収容定員 150 ３00
電子工学
専 攻

収容定員 6 6 6 6 6
在籍者数 154 ３21 在籍者数 0 0 0 1 1
充 足 率 1.02 1.0７ 充 足 率 0.00 0.00 0.00 0.16 0.16

政策デザ
イン学科

収容定員 145 290
環境建設
工学専攻

収容定員 6 6 6 6 6
在籍者数 15３ ３0３ 在籍者数 0 0 0 0 1
充 足 率 1.05 1.04 充 足 率 0.00 0.00 0.00 0.00 0.16

小　　計
収容定員 295 590

人間情報
学研究科

人間情報
学 専 攻

収容定員 9 9 9 9 9
在籍者数 ３0７ 624 在籍者数 2 ３ ３ ３ 5
充 足 率 1.04 1.05 充 足 率 0.22 0.３３ 0.３３ 0.３３ 0.55

情報学部
データサ
イエンス
学 科

収容定員 190 ３80
大 学 院 計

収容定員 2３8 2３8 2３8 2３8 2３8
在籍者数 21３ 406 在籍者数 126 121 128 1３4 1３３
充 足 率 1.12 1.06 充 足 率 0.52 0.50 0.5３ 0.56 0.55

人 間
科 学 部

心理行動
科 学 科

収容定員 165 ３３0
大 学 合 計

収容定員 10,9３３ 11,116 11,116 11,1７6 11,200
在籍者数 168 ３64 在籍者数 11,104 11,198 11,200 11,255 11,528
充 足 率 1.01 1.10 充 足 率 1.01 1.00 1.00 1.00 1.02

国際学部 国際教養
学 科

収容定員 1３0 260
在籍者数 1３4 269
充 足 率 1.0３ 1.0３

教養学部

人 間
科 学 科

収容定員 441 450 450 ３40 228
在籍者数 455 454 460 ３46 229
充 足 率 1.0３ 1.00 1.02 1.01 1.00

言語文化
学 科

収容定員 441 450 450 ３40 228
在籍者数 455 460 469 ３48 2３３
充 足 率 1.0３ 1.02 1.04 1.02 1.02

情 報
科 学 科

収容定員 441 450 450 ３40 228
在籍者数 45７ 454 461 ３4７ 2３5
充 足 率 1.0３ 1.00 1.02 1.02 1.0３

地域構想
学 科

収容定員 441 450 450 ３40 228
在籍者数 45７ 466 461 ３51 2３2
充 足 率 1.0３ 1.0３ 1.02 1.0３ 1.01

小　　計
収容定員 1,７64 1,800 1,800 1,３60 912
在籍者数 1,824 1,8３4 1,851 1,３92 929
充 足 率 1.0３ 1.01 1.02 1.02 1.01

学 　 　 部 　 　 計
収容定員 10,695 10,8７8 10,8７8 10,9３8 10,962
在籍者数 10,9７8 11,0７７ 11,0７2 11,121 11,３95
充 足 率 1.02 1.01 1.01 1.01 1.0３
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øùɽमྃऀ਺ɺଔऀۀ਺ٴͼଔ園ऀ਺ （単位：人）
2022年度 2023年度 2024年度

大

学

院

博 士 課 程
前 期 課 程

文 学 研 究 科 英 語 英 文 学 専 攻 1 1 0
文学研究科ヨーロッパ文化史専攻 2 1 0
文 学 研 究 科 ア ジ ア 文 化 史 専 攻 4 ３ 2
経 済 学 研 究 科 経 済 学 専 攻 1 1 0
経営学研究科経営学専攻（修士課程） 2 6 4
法 学 研 究 科 法 律 学 専 攻 4 4 ３
工 学 研 究 科 機 械 工 学 専 攻 ７ 1３ ７
工 学 研 究 科 電 気 工 学 専 攻 6 ７ 10
工 学 研 究 科 電 子 工 学 専 攻 8 14 5
工 学 研 究 科 環 境 建 設 工 学 専 攻 ３ 5 5
人間情報学研究科人間情報学専攻 ３ ３ 14

小 計 41 58 50

博 士 課 程
後 期 課 程

文 学 研 究 科 英 語 英 文 学 専 攻 1 0 0
文学研究科ヨーロッパ文化史専攻 0 0 0
文 学 研 究 科 ア ジ ア 文 化 史 専 攻 0 0 1
経 済 学 研 究 科 経 済 学 専 攻 0 0 0
法 学 研 究 科 法 律 学 専 攻 0 0 0
工 学 研 究 科 機 械 工 学 専 攻 0 0 0
工 学 研 究 科 電 気 工 学 専 攻 0 0 ３
工 学 研 究 科 電 子 工 学 専 攻 0 0 0
工 学 研 究 科 環 境 建 設 工 学 専 攻 0 0 0
人間情報学研究科人間情報学専攻 1 0 1

小 計 2 0 5
大 学 院 合 計 4３ 58 55

学

部

文 学 部

英 文 学 科 188 1７5 166
総 合 人 文 学 科 5３ 40 4３
歴 史 学 科 158 15７ 1７4
教 育 学 科 52 49 49

小 計 451 421 4３2

経 済 学 部
経 済 学 科 428 ３90 411
共 生 社 会 経 済 学 科 180 185 19３

小 計 608 5７5 604
経 営 学 部 経 営 学 科 ３42 ３３７ ３24
法 学 部 法 律 学 科 ３51 ３３4 ３42

工 学 部

機 械 知 能 工 学 科 106 98 102
電 気 電 子 工 学 科 100 10３ 104
環 境 建 設 工 学 科 110 104 10７
情 報 基 盤 工 学 科 10３ 100 105

小 計 419 405 418

教 養 学 部

人 間 科 学 科 114 108 106
言 語 文 化 学 科 111 10７ 111
情 報 科 学 科 10７ 10７ 10７
地 域 構 想 学 科 106 108 108

小 計 4３8 4３0 4３2
学 部 合 計 2,609 2,502 2,552

大 学 2,652 2,560 2,60７
高 等 学 校 ３19 299 599
榴 ケ 岡 高 等 学 校 281 2３9 2７1
中 学 校 1３5 1３1 189
幼 稚 園 ３2 ３5 ３３

総 計 ３,419 ３,264 ３,699

［注］
　※　９月期卒業者及び早期卒業者を含む。なお、９月期卒業生は、異動日の年度に記載している。
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øúɽतۀྉɺೖ学ۚͦͷଞ学校͕௃ऩ͢Δඅ༻ （単位：円）
学 校 別 � 種 別

学 年
区 学 納 金 （ 年 額 ）
分 入 学 金 授 業 料 施設設備資金 実験実習料 教育充実費 各種負担金 計

大

学

院

文
英 語 英 文 学 専 攻 前期課程１年 270,000 617,000 210,000 ― 20,000 ― 1,117,000
ヨーロッパ文化史専攻 ＊ 0 617,000 210,000 ― 20,000 ― 847,000
ア ジ ア文化史専攻 前期課程２年 ― 617,000 210,000 ― 20,000 ― 847,000

経済 経 済 学 専 攻 後期課程１年 270,000 617,000 210,000 ― 20,000 ― 1,117,000
経営 経 営 学 専 攻 ＊ 0 617,000 210,000 ― 20,000 ― 847,000
法 法 律 学 専 攻 後期課程２年 ― 617,000 210,000 ― 20,000 ― 847,000

後期課程３年 ― 617,000 210,000 ― 20,000 ― 847,000

工

機 械 工 学 専 攻 前期課程１年 270,000 640,000 260,000 95,000 20,000 ― 1,285,000
電 気 工 学 専 攻 ＊ 0 640,000 260,000 95,000 20,000 ― 1,015,000
電 子 工 学 専 攻 前期課程２年 ― 640,000 260,000 95,000 20,000 ― 1,015,000
環 境 建設工学専攻 後期課程１年 270,000 640,000 260,000 95,000 20,000 ― 1,285,000

＊ 0 640,000 260,000 95,000 20,000 ― 1,015,000
後期課程２年 ― 640,000 260,000 95,000 20,000 ― 1,015,000
後期課程３年 ― 640,000 260,000 95,000 20,000 ― 1,015,000

人
間
情
報

人 間 情 報 学 専 攻 前期課程１年 270,000 640,000 250,000 ― 20,000 ― 1,180,000
＊ 0 640,000 250,000 ― 20,000 ― 910,000

前期課程２年 ― 640,000 250,000 ― 20,000 ― 910,000
後期課程１年 270,000 640,000 250,000 ― 20,000 ― 1,180,000

＊ 0 640,000 250,000 ― 20,000 ― 910,000
後期課程２年 ― 640,000 250,000 ― 20,000 ― 910,000
後期課程３年 ― 640,000 250,000 ― 20,000 ― 910,000

大

学

文

英 文 学 科 １ 年 270,000 780,000 210,000 ― 20,000 ― 1,280,000
総 合 人 文 学 科 ２ 年 ― 780,000 210,000 ― 20,000 ― 1,010,000
歴 史 学 科 ３ 年 ― 780,000 210,000 ― 20,000 ― 1,010,000

４ 年 ― 780,000 210,000 ― 20,000 ― 1,010,000
教 育 学 科 １ 年 270,000 874,000 250,000 ― 20,000 ― 1,414,000

２ 年 ― 874,000 250,000 ― 20,000 ― 1,144,000
３ 年 ― 874,000 250,000 ― 20,000 ― 1,144,000
４ 年 ― 874,000 250,000 ― 20,000 ― 1,144,000

経済

経 済 学 科 １ 年 270,000 780,000 210,000 ― 20,000 ― 1,280,000
２ 年 ― 780,000 210,000 ― 20,000 ― 1,010,000
３ 年 ― 780,000 210,000 ― 20,000 ― 1,010,000
４ 年 ― 780,000 210,000 ― 20,000 ― 1,010,000

共 生 社会経済学科 ３ 年 ― 780,000 210,000 ― 20,000 ― 1,010,000
４ 年 ― 780,000 210,000 ― 20,000 ― 1,010,000

経営

経 営 学 科 １ 年 270,000 780,000 210,000 ― 20,000 ― 1,280,000
２ 年 ― 780,000 210,000 ― 20,000 ― 1,010,000
３ 年 ― 780,000 210,000 ― 20,000 ― 1,010,000
４ 年 ― 780,000 210,000 ― 20,000 ― 1,010,000

法

法 律 学 科 １ 年 270,000 780,000 210,000 ― 20,000 ― 1,280,000
２ 年 ― 780,000 210,000 ― 20,000 ― 1,010,000
３ 年 ― 780,000 210,000 ― 20,000 ― 1,010,000
４ 年 ― 780,000 210,000 ― 20,000 ― 1,010,000

工

機 械 知 能 工 学 科 １ 年 270,000 1,078,000 260,000 70,000 20,000 ― 1,698,000
電 気 電 子 工 学 科 ２ 年 ― 1,078,000 260,000 70,000 20,000 ― 1,428,000
環 境 建 設 工 学 科 ３ 年 ― 1,078,000 260,000 70,000 20,000 ― 1,428,000

４ 年 ― 1,078,000 260,000 70,000 20,000 ― 1,428,000
情 報 基 盤 工 学 科 ３ 年 ― 1,078,000 260,000 70,000 20,000 ― 1,428,000

４ 年 ― 1,078,000 260,000 70,000 20,000 ― 1,428,000
地域
総合

地域コミュニテイ学科 １ 年 270,000 874,000 250,000 ― 20,000 ― 1,414,000
政 策 デザイン学科 ２ 年 ― 874,000 250,000 ― 20,000 ― 1,144,000

情報 データサイエンス学科 １ 年 270,000 874,000 250,000 70,000 20,000 ― 1,484,000
２ 年 ― 874,000 250,000 70,000 20,000 ― 1,214,000

人間
科学

心 理 行 動 科 学 科 １ 年 270,000 874,000 250,000 ― 20,000 ― 1,414,000
２ 年 ― 874,000 250,000 ― 20,000 ― 1,144,000

国際 国 際 教 養 学 科 １ 年 270,000 874,000 250,000 ― 20,000 ― 1,414,000
２ 年 ― 874,000 250,000 ― 20,000 ― 1,144,000

教養

人 間 科 学 科
言 語 文 化 学 科
情 報 科 学 科
地 域 構 想 学 科

３ 年 ― 874,000 250,000 ― 20,000 ― 1,144,000

４ 年 ― 874,000 250,000 ― 20,000 ― 1,144,000

高

校

高 校
１ 年

146,000 396,000 172,000 ― 96,000 ― 810,000
◎（64,000）

＊ 73,000 396,000 172,000 ― 96,000 ― 737,000
◎（64,000）

２ 年 ― 396,000 108,000 ― 96,000 ― 600,000
３ 年 ― 396,000 108,000 ― 96,000 ― 600,000

榴 ケ 岡
１ 年 146,000 396,000 172,000 ― 96,000 ― 810,000

◎（64,000）
２ 年 ― 396,000 108,000 ― 96,000 ― 600,000
３ 年 ― 396,000 108,000 ― 96,000 ― 600,000

中 学 校
１ 年 96,000 360,000 172,000 ― 96,000 ― 724,000

◎（64,000）
２ 年 ― 360,000 108,000 ― 96,000 ― 564,000
３ 年 ― 360,000 108,000 ― 96,000 ― 564,000

学 校 別 � 種 別
学 年

区 学 納 金 （ 年 額 ）
分 教育充実費 施設充実費 施設維持費 計

幼 稚 園 入 園 児 33,000 15,000 18,000 66,000
３・４・５歳時クラス ― ― 18,000 18,000

　注１．＊は、本院内からの入学者納付金を示す。
　注２．◎は、施設設備資金のうち、入学時徴収額を示す。　
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　　　東北学院大学　土樋キャンパス　　　仙台市青葉区土樋一丁目３番１号
　　　東北学院大学　五橋キャンパス　　　仙台市若林区清水小路３番１号
　　　東北学院大学　泉キャンパス　　　　仙台市泉区天神沢二丁目１番１号
　　　東北学院高等学校　　　　　　　　　仙台市宮城野区小鶴字高野12３番１号
　　　東北学院榴ケ岡高等学校　　　　　　仙台市泉区天神沢二丁目２番１号
　　　東北学院中学校　　　　　　　　　　仙台市宮城野区小鶴字高野12３番１号
　　　東北学院幼稚園　　　　　　　　　　多賀城市高崎三丁目７番７号
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ઋ୆Ӻ 東北学院中学校
東北学院高等学校
東北学院中学校
東北学院高等学校

東北学院
幼稚園
東北学院
幼稚園

東北学院
榴ケ岡高等学校
東北学院
榴ケ岡高等学校

東北学院大学
泉キャンパス
東北学院大学
泉キャンパス

東北学院大学
土樋キャンパス
東北学院大学
土樋キャンパス
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